管内旅費の支給事務の不備
	対象受検機関
	検出事項
	是正を求める事項

	
泉佐野警察署
	
管内出張について、通勤手当の算出において通勤用定期乗車券の価額をもって計算されている経路（定期券認定経路）と重複する区間があったが、旅費の減額調整がされておらず、過誤払となっているものがあった。

	職員
	出張日
	 既支給旅費額 
	正規支給旅費額
	過誤払旅費額

	Ａ
	令和４年
９月27日
	920円
	260円
	660円



	
検出事項について、速やかに是正措置を講じるとともに、原因を確認し、所属のチェック体制を強化する等、再発防止に向け必要な措置を講じられたい。
【職員の旅費に関する条例】
(旅費の調整)
第43条　任命権者は、旅行者が公用の交通機関、宿泊施設等を利用して旅行した場合その他当該旅行における特別の事情により又は当該旅行の性質上この条例の規定による旅費を支給した場合には不当に旅行の実費を超えた旅費又は通常必要としない旅費を支給することとなる場合においては、その実費を超えることとなる部分の旅費又はその必要としない部分の旅費を支給しないことができる。

【大阪府警察職員の旅費に関する要綱】
第５　旅費額の計算及び運賃等の調整
６　その他
(3)　旅行の経路が、通勤手当の算出において通勤用定期乗車券の価額をもって計算されている経路（以下「定期券認定経路」という。）と重複する場合は、その重複する区間の鉄道賃、船賃及び車賃は支給しない。ただし、一の旅行区間に定期券認定経路と重複する区間がある場合で、その重複する区間において乗車又は降車のいずれも行わないときは、この限りでない。




監査（検査）実施年月日（委員：令和－年－月－日、事務局：令和５年10月17日）
